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遊亀議員

空
家
等
の
除
却
・
利
活
用
支
援
の
情
報
発
信

は

p8

向山議員

①
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
町
民
の
福
祉
に
生
か
せ

②
空
家
が
多
い
若
者
住
宅
の
活
用
を

p9

小部議員

①
町
有
林
の
活
用
計
画
は
あ
る
か

②
林
業
廃
材
活
用
の
電
力
自
給
計
画
は

p10

戎野議員

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
不
安
対
策
は

②
放
置
遊
漁
船
等
を
処
分
し
、
津
波
減
災
へ

p11

中川議員

①
こ
ど
も
の
均
等
割
と
学
校
給
食
を
無
償
化

で
き
な
い
か

②
Ｊ
Ｒ
管
渠
工
事
は
入
札
し
た
か

③
補
助
金
は
組
合
内
部
の
問
題
で
は
済
ま
な
い

p12

５
人
の
議
員
が
町
政
を
チ
ェ
ッ
ク

一般
質問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
等
で
実
施

答弁 1
空
家
等
の
除
却
・
利
活
用
支
援
の
情
報
発
信
は

遊
ゆう
亀
き
　聖

しょう
悟
ご
議員録画配信中

質
　
問

　
空
家
等
の
把
握
状
況
は
。

●
答
弁
　
濱
建
設
課
長

　

令
和
３
年
度
調
査
で
は
、
空

家
数
は
７
１
３
棟
と
５
年
間
で

１
７
４
棟
増
加
。
空
家
率
は

18
・
６
％
と
５
年
間
で
４
・
９

ポ
イ
ン
ト
増
加
。

質
　
問

　

利
活
用
は
障
壁
が
多
く
除
却

の
流
れ
に
な
り
や
す
い
。
一
方

で
昨
年
度
策
定
し
た
、
社
会
資

本
総
合
整
備
計
画
で
は
、
ま
ち

並
み
を
活
か
し
、
観
光
客
の
滞

在
を
促
す
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
お
り
、
伝
統
的
な
家
屋
は

積
極
的
に
残
す
べ
き
。
住
民
が

空
家
等
の
除
却
・
利
活
用
の
選

択
肢
を
選
べ
る
よ
う
に
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
か
。

●
答
弁
　
濱
建
設
課
長

　

支
援
内
容
を
町
内
会
連
合
会

の
総
会
時
に
周
知
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。
不
定
期

で
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
要
綱
の
変
更
点
等
を
掲
載
。

●
答
弁
　
岸
本
政
策
推
進
課
長

　

町
の
地
域
振
興
施
策
を
ま
と

め
た
「
美
波
町
取
扱
説
明
書
お

金
編
」
を
各
世
帯
へ
配
布
。
空

家
確
保
で
は
、
対
象
家
屋
の
所

有
者
等
へ
利
活
用
検
討
案
内
文

書
を
送
付
し
、
空
家
専
門
相
談

会
も
実
施
。
今
後
も
空
家
確
保

に
努
め
る
。

質
　
問

　

空
家
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
で

き
る
問
題
で
は
な
い
が
、
広
報

誌
に
要
綱
の
変
更
時
の
み
掲
載

す
る
の
で
は
な
く
、
継
続
的
に

支
援
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
は

で
き
る
こ
と
な
の
で
実
施
す
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

議
員
の
掲
載
は
登
壇
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空家
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1
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
町
民
の
福
祉
に
生
か
せ

向
むこう
山
やま
　篤

あつ
宏
ひろ
議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
が
今
年
４
月
に
設
置

し
た
デ
ジ
タ
ル
自
治
推
進
室
の

設
置
目
的
と
進
捗
状
況
、
ま
た

幸
せ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
自
治
推

進
の
基
本
方
針
及
び
体
制
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

推
進
室
は
複
雑
に
な
り
つ
つ

あ
る
役
場
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運

用
管
理
を
行
い
つ
つ
、
将
来
的

な
労
働
力
不
足
に
適
応
す
る
と

と
も
に
、
住
民
の
多
様
な
幸
せ

が
実
現
で
き
る
町
を
め
ざ
し
て

最
適
な
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
構
築

を
進
め
る
た
め
に
設
置
し
た
。

　

進
捗
状
況
は
、
４
月
に
美
波

町
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
へ
美
波
町

行
政
継
続
最
適
化
方
針
を
作
成

し
10
月
に
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
を
立

ち
上
げ
た
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
美
波
町
デ

ジ
タ
ル
変
革
推
進
会
議
を
設
置

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
デ

ジ
タ
ル
変
革
を
進
め
る
体
制
と

し
て
い
る
。

質
　
問

　
若
者
住
宅
は
、
旧
由
岐
町
が

11
戸
の
住
宅
を
整
備
し
入
居
し

て
い
た
が
、
現
在
は
空
家
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
活
用
に
向
け

て
空
家
と
な
っ
た
要
因
の
一
つ

と
思
わ
れ
る
家
賃
の
見
直
し
、

ま
た
入
居
資
格
の
緩
和
等
、
稼

2
空
家
が
多
い
若
者
住
宅
の
活
用
を

家
賃
等
を
見
直
し
た
い

答弁

働
率
向
上
の
た
め
の
施
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

●
答
弁
　
寳ほ

う

木き

住
民
生
活
課
長

　

現
在
、
西
の
地
若
者
住
宅
は

築
27
年
で
８
戸
中
４
戸
の
入
居
、

木
岐
若
者
住
宅
は
築
25
年
で
３

戸
中
１
戸
の
入
居
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
全
体
の
入
居
率
は

体
制
を
整
備
し
推
進
中
で
あ
る

答弁

木岐若者住宅（３戸のうち２戸空室）

西の地若者住宅（８戸のうち４戸空室）

45
・
５
％
で
あ
る
。
稼
働
率
向

上
の
た
め
入
居
者
の
資
格
、
家

賃
の
見
直
し
を
ご
意
見
を
頂
き

な
が
ら
検
討
し
、
令
和
５
年
３

月
議
会
に
条
例
改
正
案
を
上
程

す
る
予
定
で
あ
る
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
は

　
住
民
に
身
近
な
行
政
を

行
う
町
が
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
、
住
民
の
利
便

性
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
。
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環
境
保
全
や
間
伐
材
の
活
用
を
検
討

答弁

現
時
点
で
は
無
い
が
実
現
し
た
い

答弁

1
町
有
林
の
活
用
計
画
は
あ
る
か

2
林
業
廃
材
活
用
の
電
力
自
給
計
画
は

小
こ
部
べ
　博

ひろ
正
まさ
議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
で
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
の
使
途
と
し
て
、
令
和
２

年
度
以
降
に
私
有
林
の
森
林
境

界
明
確
化
事
業
が
実
施
さ
れ
た

と
あ
る
が
、
現
状
美
波
町
が
保

有
す
る
公
有
林
の
森
林
境
界
は

把
握
で
き
て
い
る
の
か
。
そ
れ

と
市
町
村
が
自
ら
の
意
思
決
定

で
管
理
運
営
で
き
る
重
要
な
地

域
資
源
で
あ
る
公
有
林
の
活
用

の
計
画
は
あ
る
か
。

い
て
は
森
林
境
界
の
把
握
が
で

き
て
い
る
。
活
用
計
画
に
つ
い

て
は
、
基
本
財
産
の
造
成
や
植

林
を
推
進
し
な
が
ら
、
財
産
収

入
の
た
め
の
長
伐
期
施
業
を
検

討
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

も
、
自
然
環
境
の
保
全
や
地
域

振
興
を
図
り
、
う
み
が
め
博
物

館
カ
レ
ッ
タ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
こ
ど
も
園
の
建
設
に
つ
い
て
、

町
有
林
の
間
伐
材
が
利
用
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

質
　
問

　
美
波
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

計
画
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
、
林

業
廃
材
を
活
用
し
た
公
共
施
設

で
の
熱
源
マ
イ
ク
ロ
発
電
の
導

入
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
あ
る

が
、
現
状
に
お
い
て
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な

ど
に
よ
る
、
災
害
時
な
ど
の
電

力
自
給
に
向
け
た
具
体
的
な
計

画
は
あ
る
か
。

美
波
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
計
画
と
は

　
国
に
よ
り
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定

さ
れ
た
計
画
。
２
０
２

２
年
度
か
ら
の
３
年
間

で
、
計
画
内
容
は
国
と

連
携
に
よ
り
さ
ら
に
具

体
化
さ
れ
ま
す
。

●
答
弁　

浜
総
務
課
長

　

町
面
積
の
90
％
を
占
め
る
森

林
資
源
の
活
用
と
し
て
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
林
業
廃
材
を
熱

源
等
の
一
部
と
し
て
利
用
す
る

公
的
施
設
数
を
３
施
設
と
し
、

住
民
へ
の
二
酸
化
炭
素
削
減
啓

発
と
と
も
に
、
地
域
産
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
地
域
で
使
わ
れ
る
こ

と
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、

住
民
の
意
識
向
上
に
つ
な
げ
る

目
的
と
し
て
計
画
に
入
れ
て
い

る
。
電
力
自
給
に
向
け
た
具
体

的
な
計
画
は
、
現
段
階
で
は
無

い
が
公
共
施
設
で
の
小
規
模
発

電
と
、
熱
源
を
必
要
と
す
る
施

設
を
実
現
し
た
い
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
は

　
樹
木
の
伐
採
の
と
き
に
発
生

す
る
残
材
や
、
製
材
工
場
の
残

材
。
住
宅
の
廃
材
な
ど
の
木
材

由
来
の
資
源
で
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
と
は

　
森
林
の
整
備
や
保
全
の

推
進
を
目
的
と
し
て
、
国

か
ら
自
治
体
に
配
分
さ
れ

る
税
金
で
す
。

●
答
弁
　
浜
総
務
課
長

　

町
全
体
の
公
有
林
は
約
１
６

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
そ
の
内

約
１
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ

町有林は約 1600 ヘクタール

伐採時に出る残材
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2
放
置
遊
漁
船
等
を
処
分
し
、
津
波
減
災
へ

県
へ
廃
棄
処
分
を
要
望

答弁

1
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
不
安
対
策
は

戎
えびす
野
の
　　博

ひろし
議員録画配信中

質
　
問

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
２
万
円

分
）
付
与
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の

取
得
率
が
美
波
町
で
は
43
・
５

％
で
徳
島
県
（
48
・
６
％
）、

全
国
平
均
（
51
％
）
よ
り
下
回

っ
て
い
る
。
伸
び
な
い
要
因
に
、

申
請
手
続
き
が
煩
雑
、
不
正
ア

ク
セ
ス
、
情
報
流
出
等
へ
の
不

安
感
が
あ
る
。
そ
の
対
策
は
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
切
り
替
わ

っ
た
後
、
カ
ー
ド
取
得
し
て
い

な
い
人
の
受
診
は
ど
う
な
る
の

か
。
資
格
証
明
書
で
負
担
し
て

お
い
て
受
診
す
る
の
か
。

●
答
弁
　
寳
木
住
民
生
活
課
長

　

美
波
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
交
付
枚
数
は
２
７
０
８

枚
で
、
来
庁
時
申
請
受
付
を
開

始
し
、
休
日
窓
口
（
第
３
土
曜

日
）
の
実
施
も
予
定
し
て
い
る
。

カ
ー
ド
に
よ
る
保
険
証
利
用
も

昨
年
10
月
か
ら
開
始
。
デ
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
有
効
期
限
に
よ
る

更
新
手
続
き
が
必
要
、
カ
ー
ド

紛
失
時
に
一
時
停
止
の
手
続
き
、

警
察
へ
の
遺
失
届
を
提
出
し
て
、

再
交
付
申
請
が
必
要
。
更
新
は

20
歳
未
満
は
５
年
毎
、
20
歳
以

上
は
10
年
毎
の
更
新
。
期
限
切

れ
の
場
合
は
、
本
人
が
保
険
証

な
ど
２
点
（
顔
写
真
つ
き
は
１

点
）
を
持
参
、
本
人
確
認
す
る
。

●
答
弁
　
別
宮
税
務
課
長

　

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な
く

て
も
現
在
の
保
険
証
で
診
療
は

受
け
ら
れ
る
。
保
険
証
廃
止
後
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
が
確
認
出
来

２
年
後
ま
で
健
康
保
険
証
で
受
診
可
能

答弁

る
体
制
を
模
索
し
て
い
る
途
中

で
、
町
の
具
体
策
は
考
え
て
い

な
い
。
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人

に
は
資
格
証
明
書
で
な
い
制
度

を
作
る
と
国
は
言
っ
て
い
る
。

樋門下流日和佐港湾内

質
　
問

　
日
和
佐
港
内
の
奥
潟
川
下
流
、

樋
門
に
地
元
漁
船
以
外
の
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
・
遊
漁
船
等
が

係
留
さ
れ
廃
棄
、
放
置
さ
れ
て

い
る
。
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
よ
る
津
波
襲
来
時
、

流
さ
れ
家
屋
へ
の
衝
突
や
火
災

発
生
が
予
想
さ
れ
る
。

　
日
和
佐
港
内
に
放
置
さ
れ
て

い
る
町
外
遊
漁
船
等
の
所
有
者

の
確
認
を
行
い
、
廃
棄
さ
れ
て

い
る
船
の
処
分
を
県
港
湾
管
理

者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
、
適

正
な
保
管
と
津
波
時
の
減
災
の

備
え
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
は
。

●
答
弁
　
濱
建
設
課
長

　

日
和
佐
港
は
県
管
理
で
放
置

艇
対
策
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、

約
１
５
０
隻
の
小
型
船
舶
が
係

留
さ
れ
、
所
有
者
調
査
中
が
10

隻
、
所
有
者
不
明
が
７
隻
で
内
、

４
隻
は
今
年
度
中
に
除
去
作
業

に
着
手
す
る
。
津
波
・
高
潮
時

の
被
害
未
然
防
止
に
所
有
者
調

査
と
廃
棄
処
分
を
要
望
し
て
い

る
。

●
答
弁
　
島
村
病
院
所
事
務
長

　

美
波
病
院
と
診
療
所
は
、
カ

ー
ド
、
保
険
証
ど
ち
ら
で
も
受

診
や
薬
の
処
方
は
可
能
。
２
年

後
の
マ
イ
ナ
保
険
証
切
り
替
え

後
は
紛
失
時
の
対
応
は
国
か
ら

示
さ
れ
て
い
な
い
。
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1
国
保
税
と
学
校
給
食
を
無
償
化
で
き
な
い
か

3
補
助
金
は
組
合
内
部
の
問
題
で
は
済
ま
な
い

2
Ｊ
Ｒ
管
渠
工
事
は
入
札
し
た
か

中
なか
川
がわ
　尚

なお
毅
き
議員録画配信中

質
　
問

　
美
波
町
も
人
口
減
・
少
子
化

が
進
行
し
て
い
る
が
、
歯
止
め

を
か
け
る
政
策
が
必
要
だ
。
子

育
て
支
援
と
し
て
国
保
税
の
こ

ど
も
の
均
等
割
を
廃
止
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
学
校
給
食
を
無

償
化
で
き
な
い
か
。

●
答
弁
　
別
宮
税
務
課
長

　

令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学
児

の
均
等
割
は
５
割
軽
減
し
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
か
ら

国
保
税
は
据
え
置
き
、
一
般
会

計
か
ら
繰
入
れ
を
し
て
い
る
の

質
　
問

　
恵
比
須
浜
田
井
川
用
水
組
合

長
（
当
時
）
が
、
個
人
所
有
の

山
の
法
面
と
私
道
の
工
事
を
、

用
水
路
本
体
の
工
事
と
し
て
事

実
と
異
な
る
申
請
を
し
、
補
助

金
を
使
っ
て
行
っ
た
。
し
か
も
、

組
合
員
に
は
無
断
で
、
工
事
発

注
、
補
助
金
申
請
を
行
っ
た
。

町
は
組
合
の
内
部
問
題
だ
か
ら

質
　
問

　
町
工
事
の
予
定
価
格
な
ど
示

せ
な
い
か
。

　
管
渠
工
事
を
随
意
契
約
で
Ｊ

Ｒ
に
委
任
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
管
渠

工
事
（
住
民
訴
訟
中
）
は
、「
工

事
会
社
決
定
時
に
は
、
Ｊ
Ｒ
が

入
札
を
行
う
」（
令
和
２
年
６

月
議
会
）
と
説
明
し
て
き
た
。

で
、
免
除
は
で
き
な
い
。
子
ど

も
の
均
等
割
額
は
２
４
２
万
円

だ
が
、
基
金
が
あ
っ
て
、
納
付

金
が
少
な
く
、
徴
収
率
が
高
く

な
れ
ば
減
免
で
き
る
。

●
答
弁
　
坂
本
教
育
次
長

　

学
校
給
食
法
で
食
材
費
は
保

護
者
負
担
と
さ
れ
て
い
る
。
平

成
26
年
度
か
ら
１
食
小
学
生
２

７
０
円
、
中
学
生
３
０
５
円
で

値
上
げ
せ
ず
、
不
足
分
は
町
が

補
填
し
て
い
る
。
無
償
化
は
考

え
て
い
な
い
。

と
い
う
理
由
で
、
問
題
へ
の
回

答
を
避
け
た
。
公
金
が
使
わ
れ

て
い
る
内
部
問
題
で
は
済
ま
な

い
の
で
は
な
い
か
。
町
は
指
導

し
た
の
か
。

減
免
と
補
填
し
て
い
な
い
の
で
で
き
な
い

答弁

申
請
が
あ
っ
た
と
し
て
給
付
し
た

答弁

発
注
は
Ｊ
Ｒ
が
行
っ
た
の
で
提
示
で
き
な
い

答弁

そ
れ
を
受
け
て
議
会
は
契
約
を

議
決
し
た
。
Ｊ
Ｒ
は
工
事
業
者

を
入
札
で
決
め
た
の
か
。

●
答
弁
　
濱
建
設
課
長

　

落
札
者
決
定
後
に
は
入
札
金

額
等
も
公
表
し
て
い
る
。

　

工
事
発
注
は
Ｊ
Ｒ
が
行
っ
た

も
の
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て

提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

●
答
弁
　
近
藤
産
業
振
興
課
長

　

工
事
発
注
は
、
組
合
の
決
議

が
要
る
の
か
組
合
長
の
判
断
で

可
能
な
の
か
、
町
で
は
判
断
で

き
な
い
。
町
と
し
て
は
、
組
合

長
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、

組
合
の
手
続
き
に
基
づ
い
た
も

の
と
理
解
し
て
手
続
き
し
た
。


